ボルドー展　－美と陶酔の都へー
国立西洋美術館（東京・上野公園）　2015.06.23〜09.23
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　フランス南西の港町「ボルドー」は、古代ローマ以来の伝統を誇るワインの生産と海洋貿易がもたらした「富」を背景に繁栄を極めて、壮麗な建築が立ち並ぶ景観美を作り上げた誠に美しい街である。
　本展は、先史時代から現代までの「ボルドー」の歴史と美術を展観する企画で、「ドラクロワ」「ルドン」「ゴヤ」などの街にゆかりのある画家や作品などを紹介する催事である。
ウジェーヌ・ドラクロワ：≪ライオン狩り≫（写真左上のポスター）は、中間色の緑色の上に、赤、青、黄褐色などの色彩が響き合い、怒り狂う野獣の主題と作者の創造的エネルギーが融合された傑作。≪角をもつヴィーナス（ローセルのヴィーナス）≫（写真左下）は、1911年にローセルの岩陰で発見された、石灰岩に豊潤な女神が彫られたヴィーナス像で、素朴ながら味わい深い作品として名高い。
その他、貴重な考古・歴史資料から装飾美術品まで幅広い作品の展示がされており、“ボルドーとワインとのつながり”を、「200点」を超える多様な作品・資料の展示作品を通して都市の歴史を紹介している。
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≪角を持つヴィーナス≫　　　　≪聖ヒエロニムスと聖アウグスティヌス　　
（ローセルのヴィーナス）　　　　との間の聖母≫　：イル・ベルジーノ
　２万５千年前・石灰岩　　　　　（本名ヴァンヌッチイ、ピエトロ・ディ）
